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オーブニンク，ハーチイー「15 

「立川人•展 ’87 j 前鶴 i 


オーブニンク，パーチィ-「立 川 人.展. 87j オープニング. 
丨 J . f , i rtL ^ g パーティーが盛大に行なわれ、 
iBlIfwCS 師走のあわただしい中にも、 
J 13 J なごやかなひと時が流れた 0 





されました •• r 立 III 飛 fr « 物語」を 
&かれた*_£田雔吉さんも舫を出 
してくださいまして•また.「詩集 • 
^.ナ率」を 15 ¥をよぅして驮いあ 
げ，忠かれて J た山田しげおさん 
t 口の出町ょり駆け付けてくださ 
いました。 

さら！ T 「こだわリ文历具」を S か 
れた烏^忠さん、「村談集•夢はゆ 
め色」を 1 F かれた立 i 介さんな 
ど多くの方々の tA 力を^くことが 
できました" 

例$けられている*のれんを 
a て「はつ」とされる方も少しず 
つ增えてこられ，肪•魴の OBln ! 士 
が一年ぶりの会再ということもあ 
り•和やかな会場祖讶につつま fl 
ていた。 


今年 U24 名のべスト立川人が， 
進-？ •$:!!: 会に迸ばれた。進考の拣 
準は 「 nflj えくてびあん」で取材 
中に得た悄钳をもとにおこハれ/ 1 , 
また各界からの推せんに上るもの 
も一部に含まれている，•過去•年 
によつて，人«ふつていの兒方も 
あつたが，それをよそにこれだけ 
の逸«か^まつたのは，立川市の 
確かな*^み•であろぅ" 

また•今 M 出槲されていた•ハ 
ンドべルの m 揮者 , * 1 P . さんが.^: 
での絶大な ww を受けての海外コ 
ンサ—卜に•また-佶田芙帆ちや 
んは、五 W へ C 1 は決定で ( i の钳 
が入ったり•さらに•野, R 写典家 
の原田さんの^#がオランダまで 


栩んだりと•立川の if の^さと文 
化の水準の商？をみる B いです 
この悌な•市民か市民の手で市 
E を»えることが出*るのは全国 
版市の内の立川市だけである。 




今年は"とても文 
学的な S リが漂う金 
になつたようです。 

立川から、皆様ご 
#知の四册の本が出 
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真如苑だょり 

年が明け街の中には.咕れ 
«姿の方が多く Hl :: v る時明一 
<:なり iL た • 

今^©お iltt にどぅぞ•お® 

—L JS ださい"お恃ち I てます . j 

■ 3 ! 時 1 月 23nli ) 

牛後 2 時彳 4 時 
■御本往 • A 如宝物»をは C 
めと L て峡网など盛りだくさ 
4 の明意がしてございます。 

■立 川市& (成人》に眼らせ 
て艰きます" 

•お申し込み 
は f えくてび 
あん .3 ンパ 
ニオン」「本 a 
t 手^ L てく 
れた人》へ • 




キャリヤト数年の木本*- 7 -さ 
ん••まだ •!«: 問の中で持てはや 
されていないころょり初めたパ 
ツチワ—ク•たまた i 友人宅に 
行った畤に•目に付いたキルト 
が作る 5 ? 1 っ褂けになった*妯る 
迫すがら•さつそく本塚さんに 
立ち寄り、当時まだ少ないパッ 
チ 7 |クの本を货い求め、自己 
浚の 8 ^にかかった" K 作し初 
めると•これがなかなか楽しく、 
野 fe 三光先牛を帥として K を® 
き•今では a 多くの方に教えて 
いる*ここまで较いた秘訣をお 
W1 きしたら r 家族の協力です/ 
といぅひと H が返つてきた。 


工房から論1 

•寒さ t jK と敝しくなつていく 
析り•お正：！：：の H で、その寒さ 
も少々*らぐようです"立川の駅 
もいよいよ百%を迎える . ffl 鉄か 
らュ 0 :に«わつて.色々な企尚が 
行なわれたりと•少しずつィメ — 
ジが変わりつつあるようです* • 
今 n から、新.;！ tfe 「'. r 川 Kft 列伝•」 
が初まリます • ri 川のモー|ユノン 
卜」阅樣よろ^^お啪いいたします。 
•「ベスト立川人 • K5SJ も 3 回目 
を迎えて•今年はどんな入 W に S 
まれるだろうかと、物ときめかせ 
ながらの取材か絞さました。毎ご 
とに F ? みを增してきてい享"これ 
も皆？まの%ながらのお支えあれ 
ばこそヒ铂枭エ珥一同®*してい 
るしだいです-また，いろいろな 
ユニ—クな方あればご* W を •さ 
さやかな.止！：：： d 律のえくてびあん 

<«篇) alr 19 ;« tt # lc 千小川珅子特山膺了 
黑川«曲中赛子♦只 iEfcJe 龜弘千 
(界興> 天鈐*興根檐一明吝£«在 



立川駅長列伝 

中野 明 


はじめに' 


少し先の»しになるが， W 來 
年の*，立川釈は渦&才を迎ぇ 
る* 

叫治ニニ¥四！：：： •'日，中央 
辟の前^である E - 武鉄道にょり 
跅宿一^川即が fflilgn この時、 
立川駅は»生した-品川横浜 
間に晚热欠が走り始めてか•り卜 
L 半後のことである* 
iltl > rl 初は入 ci 密度の高い甲 
州 tlr 逍か，浮他 8 r 进沿いに ftia : 
される7-定か•沿 i & tt 3 i から、 
媿客や•宿場街が寂れるといぅ 
il 由で，モ—レツな反纣を食つ 
た•今日で tn : うところの~住 M 

バワ—•の iE リと S つてよいだ 

ろう"やむな <• 躲路は武谈野 


の原屯林を 一 1 ¢線に«いた*沿探 
には寒 tt が点在するだけで•「こん 
なところにレ—ルを* C いて採 W が 
取れるのだろうか」という S 念を 
雄もが抱いた • 

立 III 駅と時を同じくして*生し 
た駅に•屮奸、埯 <税武*堍 ) •W 
分寺の•.一つの駅がある" 

その！：ヶ H 後の明治二.年八！：：： 
一口，榇路は多*川を渡って，八 
£+まで延長された。 

明治二- r •年六 n 改正 4 *:-:-!時のダィ 
ヤによれば、クンク wtw - tli に 4:«jl 
されたマッチ筘のような客咿が • 
靳桕—八王 f 問を往ったリ宋たり， 
: riL 往很した . n 金は^時の lift ' 

段で •* 川— » f 宿 Ifll 下^ ; lh : 


«•中等はその一：倍 • 卜哼は：：倍 
というべらぼうな A , さで*利 W 客 
も大地主や一部の tffi 人たちに限ら 
れていた：一校庶比にとつて、« 
迸は，まだまだ^峰の花だったの 
である。 

一日の乘降箕は rl , •六卜入程《 
というのんびりした t ので•列中 
が出て行つてしまうと、手恃ちぶ 
さたの职技たちは待ち八けわせの乘 
客に ig じ- r て、駅 IW の茶屋で時間 
を過 - r したという_ 

与時の立川釈 fill 風®を；通んだ若 
山 n 水の歌碑が北 rl 広場 U ® つて 
ぃ今 

立川の 1 K の古茶塚さくら et の 

もみじのか if に兒送 9 し子ょ 

そして•時は流れた。沿槐の人 
||はまたたく問に嘭 U あがり、屮 
央探は今やラゾシ JL 時の来車宰二 
£ 011 : 00 パーセント•文字 ifi 
り，押しも柙されもしない平 E の 
大觔 M へと|&技した。紐钢、二分 
一-- 1 .抄毎にホ—ムに入つて來る才 

レンジ色の卜！： if 成の電屮を H . た 


ら、牧水は何んと： * んだであろう 

か- 

その成^ を立川 K と共に 3i 守つ 
て來た B たちがいる•心から轶 J3 
を愛し’ •& 全輸送一眩に生きて來 
た^リ商ぎ四卜名の鉄 i £ マン—— 
歴代立) II 釈兵、ここでは•日頃知 
られざるその S 期を拝しながら • 
ありし口の立川駅を 1S んでみたい 
ヒ思う 4 粗して「立|||駅良列^/ 
四-^の歴代 yr . 川駅 ii のうち、 
がら既に半 ft 以上の方が亡 
くなられている♦今 oil ， 卯： SU ; 場邸 
うのは二十代以降の方々で，肀 
ft で^せば H3fo 一- 
+年 U 降というこ 
とになる” 

帙後の！ S 鉄史は 
M 1 送ゎ坩強 t スビ 
I ドアップに林 » r う 
$) J 力の近代化と& 

押 ft 、 そして労使 
問 3 に彩られてい 
る。この：£乱の時 
代を•その時一•の 

fl 会 W 势に： 2 TCL 



ながら•それぞれの信念の赴く 
ままに职け拔けて米た坍たちで 
ある** 

子供の頃からの情れだった 
•赤い術子•をかぶり•ホームに 
*ったあの；：：の慼勤、#抑の怒 
V }の中、列中を出すことがでさ 
ず、労組職 ft のふりかざす赤执 
か涙ににじんだあの時•お a し 
列卓を兄;&る榮手の白芋袋が« 
えたあの空妬くそびえる駅 
ビルの容说に•ありし C の立川 

2 f を思い物.^くする今 n -〇 

それぞれか，それぞれの胸に秘 
めた想いを熱 - ;ばく雄 
つてくれた。それは， 

一一五年の歴史に- e を 
wt た闲鉄へめ弔辞で 
あるとともに•新牛 J 
k グ—ルブへの祝辞で 
もあった • 

今，ここに*あの時代， 
あの Q •あの時の立川 
駅がよ A がえる。 

* 參 4 文 * 1 « 日 企 MM - 


空 ffil : •字押入を试みよ， 

□ 器小 111 

一場□夢 


1え < てびあん * f 
昭和六十三年|月一日発行 
ft 行所えくてびあん«籌工房 
東束都立川市^^町 2 - 4 丨 Z ； 
ファインビルディング 3 F 
Q 怒〇四二五 goo 82 
11 庚 A 立并啓介 
発 n 人沖野*男 
印剐所株式会社 JI 川印刷所 


立川のモニュメント❖(最終回) 



まだ.* m に使われていた頃' •大 
寿を全•フすることたく人のため 
に»£や i を*び、死んでいっ 
た馬の笫をまつったものだ•立 
川には•江户時代から昭和初期 
まで、四- H 余りが«てられている •• 

にある馬頭板 - s ' もその一つ _ lw 


和四年一.=:*松：^榀込と刻まれ 
たものと•その後ろに^ M した 
らしい人の名前がズラリと彫ら 
れた躲&*<大正十1-:.¥1.::::迁 
立> か•ひつそ リと立 つている U 
何も0 c わず Ifl いた馬に、せめ 
ても t ; くいるために®てた碑は， 
時の流れとともに入々に忘れ去 
られても、熟つて Ja 行く人を» 
つめている” 


麽史のモニュメントは、今回で 
おしまい T すこの運班のおかげ 
で"私自身これまで見遇二してい 
た石碑のいわれなど•知ることが 
T # ました”か、 2ft んで下さつた 
fctla さまへ•何かのお役に立0たか 
と思ぅと赤面のいたりです1一年 
阛有酯ぅございま -^ r (東龜弘子> 























































あの こかわい や 


いつ L わ客4人しているとはい人. 
文ににこやかな萎容助さんたち.- <?>fi 
tii ^. a 穷慟なんて 
それ u 後粉も躱浼しなけれ u . それ 
て t 食知りぬ邡でこ'コ _/ u . さすかに 
siirat I 













